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 標準委員会 放射線遮蔽分科会遮蔽材料標準作業会では、遮蔽設計に用いるためのコンクリート材料

組成の標準化を検討している。今回、標準組成策定の現状について報告する。 
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１．緒言 

 遮蔽材料組成の標準化作業については、多くの箇所で使用されている遮蔽コンクリートに対して現

在検討を進めている。今回、標準組成策定の現状について報告する。 

２．組成の考え方 

 原子力施設等で施工される遮蔽コンクリートの元素組成と設計段階での遮蔽計算に用いられる元素

組成は一般には一致していない。遮蔽コンクリートは、使用する骨材の種類の違いによりSiO2を主成

分としたものとCaCO3を主成分としたものの２つに大別できる。また、主成分以外にも遮蔽コンクリー

トを構成する元素は多数あり、それらの組成割合は骨材の採取地域に応じて地域差がある。コンクリ

ートは地産地消の材料であるため、標準組成策定においても地域差への対応を検討しなければならな

い。そこで地域差などを排除した標準組成を作成するため、多数の元素を骨材の種類に応じて構成比

率が高いSiやCaに置き換えた元素組成を作成することにした。原子力施設等で使用されている遮蔽コ

ンクリートの多くはSiO2を主成分とした骨材を用いたものであるため、規定組成にはSiO2を主成分とし

たものを、参考組成としてCaCO3を主成分とした組成を検討している。さらに感度解析の結果、組成変

動の線量率への影響が大きい事が判明したFeとCの元素も考慮している。 

 遮蔽コンクリートに含まれる水分については、原子炉建屋等の遮蔽設計で使用されていたANL-5800

の元素組成の自由水含水率が3%程度であること、公開文献によると原子炉施設における遮蔽壁の自由

水含有量は遮蔽壁中心部で多く、内外表面に近くなるに従い下がる傾向であることが判っている。そ

のため、前報でも報告した通り、遮蔽コンクリートに含まれる水分については、原子炉施設等でのい

くつかの温度制約条件などに基づき理論的に設定し、海外施設も含めた実測データも検討し、施設に

おいて現実に存在しうる適度な水分を含めた気乾組成とすることとしている。 

３．今後の計画 

 遮蔽コンクリートに対して規定組成と参考組成を作成し、原子力学会標準の附属書に掲載する線量

率影響評価条件を決めると共に、最終の線量評価を実施する計画である。 
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